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イスラエルの攻撃で殺された家族の葬儀で嘆き悲しむ女性たち。2024年12月16日、

ガザ地区南部ハンユニスのナセル病院で（提供：ロイター／アフロ）

東京大学名誉教授 長沢 栄治

﹁
ジ

ノ
サ
イ
ド
や
め
よ
﹂
﹁
た
だ
ち
に
停
戦
を
﹂
各
国
の

市
民
に
よ
る
抗
議
行
動
や

国
連
を
は
じ
め
国
際
社
会
の
批
判

が
高
ま
る
中

パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
へ
の
無
差
別
大
規
模
攻
撃

を
続
け

レ
バ
ノ
ン
や
シ
リ
ア
へ
の
空
爆
な
ど
戦
争
を
拡
大
す

る
イ
ス
ラ
エ
ル

今
の
事
態
を
ど
う
み
る
べ
き
か

危
機
を
止

め
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か

東
京
大
学
名
誉
教
授
の
長
沢
栄

治
さ
ん
に
寄
稿
し
て
も
ら
い
ま
し
た
◆中東研究者有志が2024年11月、

「ガザ危機の深刻化とイスラエルに

よる戦争拡大を憂慮し、日本政府お

よび国際社会に行動を求める声明」

（第三報）を呼びかけ、1347人が賛

同（2024年12月10日現在）https://

sites.google.com/view/meresearch

ersgaza
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ガ
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事
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慮
し

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戦
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人
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支
援
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訴
え
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中
東
研
究
者
の
ア

ピ

ル
呼
び
か
け
人
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自
分
事
と
し
て

声
を
上
げ
る

２
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３
年
10
月
に
始
ま
る
イ

ス
ラ
エ
ル
の
報
復
攻
撃
に
よ


て

ガ
ザ
で
の
死
者
数
は
保
健
当

局
の
発
表
に
よ
れ
ば
１
年
間
で
４

万
を
超
え
た
と
い
う

し
か
し
実

際
に
は

瓦が

礫れ
き

に
埋
も
れ
て
い
る

遺
体
や
関
連
死
を
含
め
る
と
18
万
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上
︵
ガ
ザ
の
総
人
口
２
３
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万
人
の
８
％
︶
に
及
ぶ
と
の
推
計
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あ
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

こ
の
よ
う
な
悲
惨
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事
態
に
対

し

世
界
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ま
た
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本
で
多
く

の
市
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が

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議
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上
げ
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
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研
究
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
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め
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
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
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メ
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た

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
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
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と
を

パ
レ
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チ
ナ
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
い
じ
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
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ど
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
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
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
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
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を
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
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﹁
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じ
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﹂
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造
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際
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を
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え
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
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エ
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よ
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パ
レ
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﹂
は

ス

ク

ル
カ

ス
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る
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﹂
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衛
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
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与
や
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連
安
保
理
決
議

へ
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拒
否
権
を
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し
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﹁
い
じ

め
﹂
に
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し
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
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
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ロ

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︵
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す
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合
い
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を
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わ
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い
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さ
て
米
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は
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国
際
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序
の
実
現
を
目
指
す
と
い
う
覇
権

国
と
し
て
の
自
負
か
ら
す
れ
ば


国
際
社
会
と
い
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教
室
の
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先

生
﹂
と
い
う
べ
き
存
在
か
も
し
れ

な
い

だ
と
す
る
な
ら

そ
の
中

東
政
策
は

学
級
担
任
に
よ
る
い

じ
め
へ
の
加
担
に
似
て
い
る
と
は

言
え
な
い
か

中
東
の
戦
火
を
止

め
る
に
は
﹁
い
じ
め
﹂
を
お
こ

な
う
生
徒
の
反
省
と
と
も
に


﹁
教
師
﹂
自
身
も
身
を
正
し

さ

ら
に
国
際
社
会
の
構
造
も
根
本
的

に
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い


紹
介
し
た
意
見
で
も
う
一
つ
気

を
つ
け
た
い
点
は

ユ
ダ
ヤ
人
が

被

た
﹁
い
じ
め
﹂
の
連
鎖
の
問

題
で
あ
る

イ
ス
ラ
エ
ル
は

よ

く
誤
解
さ
れ
て
い
る
が

ホ
ロ
コ


ス
ト
の
犠
牲
者
が
作

た
国
で

は
な
い

ヨ

ロ

パ
か
ら
の
ユ

ダ
ヤ
人
の
移
送
で
ナ
チ
ス
・
ド
イ

ツ
と
協
力
し
た
シ
オ
ニ
ス
ト
が


ア
ラ
ブ
人
の
先
祖
伝
来
の
土
地
を

奪

て
作

た
国
で
あ
り

そ
の

民
族
浄
化
は
今
も
飽
く
こ
と
な
く

続
い
て
い
る

ガ
ザ
や
西
岸
で
続

く
民
族
浄
化
は

国
際
法
違
反
の

占
領
政
策
に
よ

て
支
え
ら
れ
て

い
る

中
東
で
続
く
戦
火
は

暴

力
や
報
復
の
連
鎖
で
は
な
く

国

際
法
の
無
視
と
い
う
不
公
正
に
起

因
す
る
も
の
で
あ
る


市
民
の
理
性
の

声
を
大
き
く

﹁
自
衛
権
﹂
の
名
の
下
に

レ

バ
ノ
ン
や
シ
リ
ア
な
ど
へ
の
攻
撃

を
拡
大
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
は

赤

信
号
を
無
視
し
次
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に
交
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に
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ス
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
ド
で
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込
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似
て
い
る

交
通
規
則
に
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よ
国
際
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に
せ
よ

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
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誰

の
た
め
に
あ
る
の
か

と
い
え

ば

自
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を
守
る
た
め
に
あ
る


そ
う
し
た
市
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理
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世
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か
な
い
と

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が
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際
社
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は
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学
級
崩
壊
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陥
る
で
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ろ
う


現
在
ガ
ザ
や
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ル
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岸

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バ
ノ
ン
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行
中
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し

こ
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黙
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し
て
い
る
国
際
社
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は
重
大
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責
任
が
あ
る

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た
ち
中
東
研
究
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よ
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世
界
の
市
民
と

連
帯
・
協
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し
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
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も
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
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
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ど
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